
令和3年度「数学Ⅱ」シラバス 

科目名 学年 単位数 使用教科書 使用副教材 

 数学Ⅱ 2 4 高等学校 数学Ⅱ(数研出版) 

新課程 書き込み式シリーズ （標準） 

Sutdy-Upノート 数学Ⅱ＋B （標準） 

４プロセス数学Ⅱ＋B        （特進） 

 

１ 科目の目標と評価の観点及び評価方法 

（数学Ⅱ） 

目標 

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎的

な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を養うとともに，それらを活用する態度

を育てる。 

 

評価の観点 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

いろいろな式，図形と方程

式，指数関数・対数関数，三

角関数及び微分・積分の考

えにおける考え方に関心を

もつとともに，数学のよさ

を認識し，それらを事象の

考察に活用して数学的な考

え方に基づいて判断しよう

とする。 

いろいろな式，図形と方程

式，指数関数・対数関数，

三角関数及び微分・積分の

考えにおいて,事象を数学

的に考察し表現したり，思

考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりする

ことなどを通して，数学的

な見方や考え方を身に付

けている。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおいて，事

象を数学的に表現・処理

する仕方や推論の方法

などの技能技術を身に

付けている。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおける基

本的な概念，原理・法則

などを体系的に理解し，

基礎的な知識を身に付

けている。 

評価の方法 

・授業時の様子 

・演習プリント・諸テスト 

・誤答ノート その他 

・授業時の様子 

・誤答ノート その他 

・定期考査・諸テスト 

 

・授業時の様子 

・演習プリント 

・誤答ノート その他 

・定期考査・諸テスト 

・授業時の様子 

・演習プリント 

・誤答ノート その他 

・定期考査・諸テスト 

＊必要に応じて定期考査以外に授業内にてテストを実施する。 

 

２ 年間学習計画・定期考査 

学

期 
月 学習内容「章名」・学習のねらい（配当時数） 学習内容「節名・項目名」（配当時数） 考 査 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

≪数学Ⅱ≫ 

第１章 式と証明（18） 

 整式の乗法・除法及び分数式の四則演算につい

て理解できるようにする。等式や不等式の証明が

できるようにする。 

第１節 式と証明（10） 

１． ３次式の因数分解 

 ２． 二項定理 

研究． (a + b + c)𝑛 の展開式 

 ３． 整式の割り算 

 ４． 分数式とその計算 

 ５． 恒等式 

研究． 代入による恒等式の係数決定 

第２節 等式・不等式の証明（6） 

６． 等式の証明 

 ７． 不等式の証明 

章末問題（2）  

 

 

 

 

 

 

１学期中間 

 

 

 

 

 

 

１学期期末 

 

 

第２章 複素数と方程式（16） 

 方程式についての理解を深め，数の範囲を複素

数まで拡張して二次方程式を解くこと及び因数

分解を利用して高次方程式を解くことができる

第１節 複素数と2次方程式の解（9） 

１． 複素数とその計算 

 ２． 2次方程式の解 

 ３． 解と係数の関係 
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ようにする。  ４． 剰余の定理と因数定理 

第２節 高次方程式（5） 

５． 高次方程式 

章末問題（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期中間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期期末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考査 

 

 

 

第３章 図形と方程式（28） 

 座標や式を用いて，直線や円などの基本的な平

面図形の性質や関係を数学的に表現し，その有用

性を認識するとともに，事象の考察に活用できる

ようにする。 

第１節 点と直線（11） 

１． 直線上の点 

 ２． 平面上の点 

 ３． 直線の方程式 

 ４． 2直線の関係 

第２節 円（8） 

５． 円の方程式 

 ６． 円と直線 

 ７． 2つの円 

研究． 2つの円の交点を通る図形 

第３節 軌跡と領域（7） 

８． 軌跡と方程式 

 ９． 不等式の表す領域 

研究． 放物線を境界線とする領域 

章末問題（2） 

第４章 三角関数（24） 

 角の概念を一般角まで拡張して，三角関数及び

三角関数の加法定理について理解し，それらを事

象の考察に活用できるようにする。 

第１節 三角関数（13） 

１． 角の拡張 

 ２． 三角関数 

 ３． 三角関数のグラフ 

 ４． 三角関数の性質 

 ５． 三角関数の応用 

第２節 加法定理（9） 

６． 三角関数の加法定理 

 ７． 加法定理の応用 

章末問題（2） 

第５章 指数関数と対数関数（16） 

 指数関数及び対数関数について理解し，それら

を事象の考察に活用できるようにする。 

 

第１節 指数関数（6） 

１． 指数の拡張 

研究． 負の指数のn乗根 

 ２． 指数関数 

第２節 対数関数（8） 

３． 対数とその性質 

 ４． 対数関数 

 ５． 常用対数 

章末問題（2） 

第６章 微分法と積分法（30） 

 微分・積分の考えについて理解し，それらの有

用性を認識するとともに，事象の考察に活用でき

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 微分係数と導関数（7） 

１． 微分係数 

 ２． 導関数とその計算 

研究． 関数𝑥𝑛の導関数 

 ３． 接線の方程式 

第２節 関数の値の変化（9） 

４． 関数の増減と極大・極小 

 ５． 関数の増減・グラフの応用 

第３節 積分法（12） 

６． 不定積分 

 ７． 定積分 

 ８． 定積分と図形の面積 

研究． 曲線と接線で囲まれた部分の面積 

研究． 放物線とx軸で囲まれた部分の面積 

章末問題（2） 

 


